REEVALUATION REPORT

Student’s Name: 
再評価レポート（REEVALUATION REPORT）
生徒の名前: 

再評価レポート (RR)
学齢
	生徒の名前:
	

	日付(月/日/年)：
	
	親/保護者/代理人へのレポート提供の日付；
	

	生徒の生年月日
	
	年齢:
	
	学年グレード:
	
	

	地域の教育機関(LEA)
	
	

	通う学校
	

	現在の教育プログラム:
	

	居住の郡County
	
	電話（家）
	

	親/保護者/代理人の名前と住所
	電話（職場）
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	

	他の情報
	

	
	

	IEPチームが既存の評価データを見直した日付
	


IEPチームは次のものを決めるのにデータが十分であるか判断しなければなりません。生徒が教育上必要としているもの；現在の学業成績レベルとそれに関連する発達上必要としているもの；IEPの測定可能なゴールと一般教育カリキュラムに参加することを可能とさせるために特別教育と関連サービスに追加・修正することが必要であるかどうか；そして、特別教育と関連サービスを継続する必要があるかどうか。
I. 見直された情報の概要
すべての生徒において１−７の項目を完成させてください。
1. 身体的状態、社会的、または文化的背景、そして特別教育の必要性と生徒の障害に関連する適応性のある行動（振る舞い）:

	


2. 評価と親から提供された情報（または親の提供から得ようとLEAが試みた記録）:

	


3. 素質と成果のテスト。:

	


4. 現在のクラスベースのアセスメントと地域または（と）州のアセスメント。
	


5. 先生と関連サービス提供者からの観察記録、適切である場合。:

	


6. 先生が推奨すること。:

	


7. 特定要因：生徒の障害の疑いが下記のよるものである場合、生徒は特別教育と関連サービスに適正あると判断されてはなりません。各特定要因について、はい・いいえで答えてその証拠・根拠を記してください。
	
	はい
	
	いいえ
	
	必須の読書教育の要素を含む適切な読書の教育の欠乏。根拠を提示してください。:

	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	はい
	
	いいえ
	
	数学の適切な教育の欠乏。根拠を提示してください:

	
	
	

	
	
	

	
	はい
	
	いいえ
	
	英語能力の限界。根拠を提示してください。:

	
	
	
	
	
	


II. 追加のデータ・要約・結論の必要性の決定
すべての評価データの見直しに基づき、項目１または項目２を完成させてください。
	1.
	
	IEPチームは追加のデータが必要でないと判断しました。

	
	
	追加のデータが必要でない理由:

	
	
	

	
	
	

	
	
	結論；セクションAまたはBまたはCを完成させてください。

	
	
	

	
	
	A.
	
	生徒は障害を持ち、特別にデザインされた教育が引き続き必要である。

	
	
	
	
	i. 障害のカテゴリー

	
	
	
	
	
	主要な障害のカテゴリー：
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	もしあれば、副次的な障害のカテゴリー:
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ii. 調査結果の要約

	
	
	
	
	
	生徒の教育上の強みと必要なこと:

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	現在の学業成績レベルと関連する発達上必要とされること。適正であれば移行の必要性を含む:

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	生徒を適切であれば一般教育カリキュラムに参加できるようにするため・IEPの測定可能なゴールに達することを可能にするためのIEPチームによる特別教育または関連サービスに必要な追加または修正に関する考慮へ推奨されること(特別な考慮は、IEPの発展・年ごとの測定可能なゴール・特別に指定された教育・補助的な助けとサービスの前に、IEPチームにより考慮されなければいけないことを含みます。

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	もしくは
	
	

	
	
	
	
	


	
	
	B.
	
	生徒が障害をもっておらず、特別教育の適正がない。（親は、生徒が引き続き障害を持つ生徒であるかどうかの判断を行うアセスメントをリクエストできます。）

	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	もしくは
	

	
	
	
	

	
	
	C.
	
	生徒は障害を持っていますが、特別にデザインされた教育が必要ありません。また特別教育の適正がありません。（親/保護者/代理人は生徒が引き続き障害を持つ生徒であるかどうかの判断を行うアセスメントをリクエストできます。）

	
	
	
	
	

	
	
	

	2.
	
	IEPチームは追加のデータが必要であると判断しました。

	
	
	LEAは再評価の許可―承認フォームを交付し、テスト・他の評価材料（下記のデータを取る

のに必要な）を実施しなければなりません。

	
	
	

	
	
	注記：生徒が特定学習障害であるかの再評価の場合、このセクションの前に、この書類の最後にある特定学習障害の決定を完成させてください。

	
	
	

	
	
	追加データの解釈:

	
	
	

	
	
	

	
	
	結論：セクションAまたはBまたはCを完成させてください。

	
	
	

	
	
	A.
	
	生徒は障害を持ち、特別にデザインされた教育が引き続き必要である。

	
	
	
	
	i. 障害のカテゴリー

	
	
	
	
	
	主要な障害のカテゴリー
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	もしあれば、副次的な障害のカテゴリー
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	ii. 調査結果の要約

	
	
	
	
	
	生徒の教育上の強みと必要なこと。

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	現在の学業成績レベルと関連する発達上必要とされること。適正であれば移行の必要性を含む:

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	生徒を適切であれば一般教育カリキュラムに参加できるようにするため・IEPの測定可能なゴールに達することを可能にするためのIEPチームによる特別教育または関連サービスに必要な追加または修正に関する考慮へ推奨されること(特別な考慮は、IEPの発展・年ごとの測定可能なゴール・特別に指定された教育・補助的な助けとサービスの前に、IEPチームにより考慮されなければいけないことを含みます。:

	
	
	
	
	
	

	
	
	

	
	
	もしくは
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	B.
	
	生徒は障害を持ちません。それゆえ特別教育の適正はありません。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	もしくは
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	C.
	
	生徒は障害を持ちますが、特別にデザインされた教育は必要ありません。そして特別教育に適正がありません。

	
	
	
	
	


再評価の完成の上、地域の教育機関はレポートの完成と評価チームメンバーへの交付を行います。
	評価チームの参加
	同意・不同意は特定学習障害のための評価のときのみ必要とされます。

	評価チームの参加者*
	役職
	同意
	不同意**

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


* 資格を持った学校の心理学者は次のような障害カテゴリーの評価を要求されています。自閉主・情緒障害・精神遅滞・複数の障害・他の健康機能障害・特定学習障害または心的外傷の脳の損傷。資格を持った学校の心理学者は、聾唖・盲目、聾唖と難聴・話すこと/言語の機能障害・視覚機能障害・整形外科的な機能障害については要求されていません。

** 特定学習障害についてのみ、チームメンバーの１人がチームの特定学習障害の特定の結論に同意しなかった場合、個別の不同意に関する主張（ステートメント）を、そのチームメンバーはLEAに送らなければなりません。その情報は再評価レポートに添付されなければなりません。この主張(ステートメント)を下記に提出してください

	
	
	

	LEA代表者の名前
	
	電話番号

	
	
	

	Eメールアドレス
	
	


手続き上の保護のお知らせの書類はあなたの子どもの学校からの要請で利用可能です。この書類はあなたの権利と州と地域の擁護組織があなたの権利とどのように特別教育のプロセスが行われるかの理解を手助けできることを説明しています。
このフォームの理解の手助けのため、注釈付きの再評価のレポートがPaTTANのウェブサイトで利用可能です。 www.pattan.net  ウェブサイトのSearch feature にて”Annotated Forms” と入力してください。もしあなたがインターネットを利用できない場合、PaTTANへの電話にて注釈付きのフォームを要求できます。800-441-3215.
	特定学習障害の決定


注記：特定学習障害のための再評価を行う時はこの部分を完成させなければなりません。この情報は、完成された再評価レポートのセクション２項目２に添付と（または）組み込まれなければなりません。
１−１０の項目に記入してください。
1. 生徒が年齢に対してあるべき適切な成果を為してない、もしくは一つまたは一つ以上、下記の分野にて州の承認するその学年の標準レベルに達していない。下記の分野とは学習経験とその生徒の年齢または州の承認するその学年の標準レベルと英語の能力レベルに従って提供されたものを言います。口頭での表現、リスニング理解、筆記での表現、基礎的な読書力、流暢な読解のスキル、読むことによる理解力、数学の計算、数学の問題解決力。
	


2. 適正を決めるのに使われた特定のプロセスにチェックを入れてください。
	
	科学的調査に基づく介入への反応（Response to Scientific Research-Based Intervention (RtI)。下にその(判断)基準を記入してください。


下記の分野にて一つまたは一つ以上、年齢に対してまたは州の承認するその学年の標準レベルに達する十分な発達をしていない。口頭での表現、リスニング理解、筆記での表現、基礎的な読書力、流暢な読解のスキル、読むことによる理解力、数学の計算、数学の問題解決力。:

	


	
	知能と成果（成績）の間にある深刻な差異。下にその(判断)基準を記入してください。


年齢・基準または知能発達の両方に対する成績やパフォーマンスにおいて生徒が強みと弱みのパターンを表す。
	


3. 使われた教育方針と生徒を中心とするデータ。
	


4. もしあれば、教育に関係する医学上の所見（調査結果）
	


5. 生徒の環境・文化・経済的背景の影響
	


6. 特定学習障害の評価のための紹介プロセスの一部または紹介に先だって、生徒の通常の教育指示が、資格ある職員によって行われたことを示すデータ。もし該当する場合は第二言語としての英語(English as a Second Language (ESL))を含む
	


7. 親に提供された、指示（インストラクション）の間、発展状況を反映する適切な時間を空けて繰り返された成績のアセスメントを示すデータ。
	


8. 困難のある分野での生徒の成績・行動（振る舞い）を記録する、生徒の学生環境の（通常のクラスルーム環境を含む）観察記録。注記：生徒の学業における機能にたいする行動の関係。
	


9. もし必要であれば、評価チームにより判断された他のデータ。
	


10. 評価チームの結論を助けるために下記の各項目の声明（ステートメント）を含めてください。確認（所見）されたことは主に下記の結果としてのものではありません。
視覚、聴覚、運動機能の障害:

	


精神遅滞:

	


情緒障害:

	


文化的要因:

	


環境をまたは経済的に不利な立場:

	


英語能力の限界:

	


	SLDの部分の完了の上、この情報を完成した再評価のレポートのセクション２項目２に添付と（または）組み込みをしてください。
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